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， ，前報では 平成 年度から平成 年度までに測定された有害大気汚染物質について解析10 14
検討を行った．それによると有害大気汚染物質の濃度は，ベンゼンが環境基準を下回ってい

るものの比較的高濃度であり，その他の物質は環境基準値，指針値を十分に下回っているこ

と．濃度の経年変化は，おおむね低下あるいは横ばいの傾向にあること．また，測定項目に

ついて主成分分析を行ったところ，おおむね重金属類と有機化学物質類の２つのグループに

分けることができる等について報告した．

今回は，さらにデータを加え平成 年度までの ヵ年の測定データを使って解析，検討16 7
を行った．その結果，有害大気汚染物質の濃度の経年変化は依然として低下傾向あるいは横

ばいの状態であり，特にベンゼン濃度は平成 年に自動車燃料の品質規制が行われたこと12
から減少傾向にあることが判明した．大気汚染常時監視測定局の測定データと比較したとこ

ろ，窒素酸化物（ ， ）は自動車排出ガス関連物質と良好な相関が得られた．特に，NO NO2

ベンゾ［α］ピレンとの相関が最も良かった．また， 法による公開有害物質排出量のPRTR
地域別排出量結果と最寄りの測定地点における有害大気汚染物質濃度を比較検討した結果，

双方を容易に関連づけることができた．さらに，黄砂が観測された日とされなかった日の濃

度と比較した結果，黄砂日の粉じん濃度，金属濃度は大幅に増加していることがわかった．
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はじめに

前報 に引き続き，最近の 年間のデータを1) 2
加え平成 年度までの ヵ年のデータを使用し16 7
て，解析，検 を行った．討

今回は，大気汚染常時監視測定局の測定デー

タとの比較，ＰＲＴＲ法による公開有害物質排

出量の地域別排出量結果と最寄りの測定地点に

おける有害大気汚染物質濃度との比較検討，さ

らには黄砂が観測された時と通常時の測定デー

．タとの比較等について知見を得たので報告する

調査方法

調査地点，測定方法 については，前報と
1），２）

同様な地点，方法により実施した．

調査地点のうち平成 年～ 年までの ヵ10 16 7

年を継続して測定を実施したのは，四日市，名

2 1 3張の一般環境 地点と三雲の沿道 地点の計

地点である． のため，解析，検討は主としてこ

この 地点の測定データを使用した．3
なお，四日市の調査地点は，石油コンビナー

トと幹線道路の国道 号線に比較的近い住宅地23
に立地しており，名張は静かな住宅地にあり，

三雲は幹線道路の国道 号線の沿線にあり自動23
車交通排出ガス測定局となっている．

結果と考察

１．経年変化

図１に平成 年度から 年度まで継続し10 16
て測定している 地点について年平均値の経年3
変化を示した．







N=35 名張
ベ ン ゾ [a] １ ， ３ － ブ ホ ル ム ア ア セ ト ア ル

ベンゼン ピレン タジエ ン ルデ ヒド デヒドSO2 NO NO2

SO2 - [*] [ ] [ ] [ ] [ ] [**] [*]

NO -0.35 - [**] [ ] [**] [ ] [ ] [ ]

NO2 -0.22 0.85 - [ ] [**] [**] [ ] [ ]

ベンゼン -0.13 0.24 0.32 - [*] [*] [ ] [ ]

-0.21 0.59 0.59 0.34 - [**] [ ] [ ]ベンゾ[a]ピレン

-0.16 0.30 0.23 0.36 0.63 - [ ] [ ]１，３－ブタジエン

0.46 -0.13 -0.07 -0.07 -0.23 -0.27 - [**]ホルムアルデヒド

0.40 -0.05 0.13 -0.08 -0.08 -0.08 0.74 -アセトアルデヒド

N=３７ 三雲

ベ ン ゾ [a] 1 ， 3 － ブ タ ホ ル ム ア ア セ ト ア

ベンゼン ピレン ジエン ルデ ヒド ルデヒドSO2 NO NO2

SO2 ー [ ] [ ] [ ] [ ] [ ] [*] [ ]

NO -0.32 ー [ ] [ ] [**] [**] [ ] [*]

NO2 0.28 0.25 ー [*] [ ] [ ] [ ] [ ]

0.20 0.28 0.39 ー [ ] [*] [*] [*]ベンゼン

-0.08 0.67 0.27 0.26 ー [**] [**] [**]ベンゾ[a]ピレン

0.11 0.46 0.10 0.41 0.47 ー [**] [**]１，３－ブタジエン

0.38 0.26 0.26 0.37 0.44 0.75 ー [**]ホルムアルデヒド

0.29 0.38 0.30 0.42 0.55 0.81 0.96 ーアセトアルデヒド

なお,相関表で〔＊＊〕は１％で有意,〔＊〕は５％で有意, 〔 〕は相関があるとはいえないこ

とをあらわす．

３．ＰＲＴＲ法による公開有害物質排出量と

有害大気汚染物質濃度の関係

有害性のある多種多様な化学物質が，どのよ

うな発生源から，どれくらい環境中に排出され

たか，あるいは廃棄物に含まれて事業所の外に

， ，運び出されたかというデータを把握し 集計し

公表することを義務づけた法律であるＰＲＴＲ

（化学物質排出移動量届出制度）法が平成11年

に制定された．

この法律に基づき対象事業者は平成13年度か

ら対象化学物質の環境中への排出量等の把握を

開始し，平成14年度からその届出が実施されて

おり，平成14年度末から毎年集計結果が公表さ

れている ．４）

また，国へ情報開示請求をすると個別事業所

のデータは誰でも入手できる．

図３にＰＲＴＲ法による主な有害化学物質の

14市町村別排出量を示した また 図４には平成． ，

年度の該当する最寄の測定地点における主要な

有害大気汚染物質の年間平均濃度を示した．

沿道の自動車排出ガスの影響を直接受ける三



雲を除く四日市市と名張市の住居地域では，ジ

クロロメタン，トリクロロエチレン，塩化ビニ

ルモノマーなどがその地域からの排出量と環境

中の有害大気汚染物質の平均濃度とが容易に関

連づけることができた．

図３ 市町村別排出量（平成14年度）
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図４ 有害大気汚染物質の平均濃度（平成14年度）
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４．黄砂時における有害大気汚染物質の濃度に

ついて

平成10年度から平成16年度までの毎月の

有害大気汚染物質の採取時において，黄砂

が出現した日 の平均濃度と黄砂が出現しな５）

かった採取日の平均濃度と比較した。

その結果，種々の有害大気汚染物質のうち黄

砂日に大きな濃度が見られたのは粉じん濃度，

重金属の濃度で，粉じん濃度で 倍（ 例平2.9 7
均 ，重金属濃度で ～ （ 例平均）倍程） 1.6 3.8 7
度であった．その他の測定物質については明確

な違いが見られなかった （図５）．




